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ノルウェー行政ポータル「NOREG.NO」の衝撃 
～鍵となる「多様な電子 ID の活用」と「ワンストップサービス」～ 

 主席研究員 柏村 祐 

 

1.ノルウェーにおけるデジタル化の進展 

筆者は以前、行政サービスのデジタル化が進んだ国として、デンマークの行政プラ

ットフォーム「Borger.dk」をレポートとして取り上げた（注 1）。今回は、デンマー

クの隣国であり、行政サービスのデジタル化が進むノルウェーにおいて展開される行

政ポータルサイト「NOREG.NO」（日本語の直訳は「ノルウェー番号」）について解説す

る（図表 1）。 

 

図表 1  「NOREG.NO」のトップページ 

 

資料：NOREG.NO ㏋より「https://www.norge.no/nn」 

 

2.「NOREG.NO」が提供する行政サービス 

ノルウェーでは 2014 年 2 月 7 日に行政法が改正され、「新たな電子政府規則」が施
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行されて以降、行政と国民のコミュニケーションはデジタル通信を主要な手段として

いる。「新たな電子政府規則」の施行により、国民のデジタル連絡先情報は、ノルウ

ェーのデジタル化局が管理する「Contact and ReservationRegister（日本語訳で

「連絡先登録簿）」に登録されることとなっている。行政機関は、2014 年 6 月から連

絡先登録簿を使用することが許可され、2016 年 2 月 1 日からはすべての行政機関と

国営企業がこの連絡先登録簿を使用することが義務付けられた。一方国民も、連絡先

登録簿を通じて、行政機関とデジタル通信を行うことができるようになっている。 

「新たな電子政府規則」は、シンプルかつユーザーフレンドリーなサービスを提供

することで、行政と国民とのコミュニケーションをより早く、より良くすることを目

的としている（注 2）。「NOREG.NO」の行政サービスはどのようになっているのだろう

か。筆者は実際に「NOREG.NO」を操作してみた。行政と国民の連絡手段には、Digipo

stやe-Boksと呼ばれる「デジタルメールボックス」が利用される。「デジタルメール

ボックス」を利用するための本人認証には、5 つの異なる電子ID（MinID、BankID、B

uypassID、Commfides、BankIDonmobile）を利用できる。 

電子IDは、インターネット上で自分の身元を証明する方法で、MinIDはデジタル化

局が担当、BankIDとBankIDonmobileは銀行が担当、BuypassID、Commfidesは公的に求

められた電子IDプロバイダーが担当しており、国民は自分の嗜好にあわせて電子IDを

選択できる。 

「NOREG.NO」によれば、460 万人の国民が電子IDを使用してサービスにログインし

ており（注 3）、これは国民の約 85％に相当する。また、Digipostやe-Boksといった

「デジタルメールボックス」を利用して、700 以上の自治体と国営企業が国民にメー

ルを送っている（注 4）。 

行政サービス検索メニューから自分自身が知りたい行政サービス情報を探す方法

は、「Finn tjeneste（サービスを探す）」、「Mest brukte tenester（最もよく使われ

るサービス）」、「Tenester som høyrer til ein livssituasjon（生活状況に属するサ

ービス）」の 3 つに大別される。 

1 つ目の「サービスを探す」は、自分自身が知りたいカテゴリーを選択することで

必要な行政サービス情報を確認することができる。サービスのカテゴリーは、仕事、

子供と家族、健康、自然、個人と社会、税金と手数料、学校と教育、交通など、生活

に関連するテーマが扱われている。例えば運転免許証を更新したい場合、「交通、旅

行、輸送」メニューから「運転免許証、証明書」、「運転免許証を更新する」サービス

を順にクリックし、自分自身の電子 ID でログインした上で、運転免許証の更新作業

をオンライン上で完結できる。「サービスを探す」が提供するカテゴリーは、生活に

欠かせない 15 テーマから構成され、テーマ毎に分類された内容は 77 種類におよぶ

（図表 2）。 
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図表 2  「サービスを探す」における行政サービス内容 

 

資料：NOREG.NO ㏋より「https://www.norge.no/nn」より筆者作成 

 

2 つ目の「最もよく使われるサービス」には、国民のアクセス履歴に基づき、よく

見られているサービスが表示される。例えば、「消費者計算機」と呼ばれるサービス

では、家計消費に関する情報が充実している。家族構成、年収、車の保有状況などを

入力すると、食品、衣料、衛生用品などの「個人固有の費用」（図表 3 赤）、家具や電

子機器などの耐久消費財などの「世帯別費用」（図表 3 青）、世帯全体の「月間総予

算」（図表 3 黄）が表示され、自分自身の家計管理に活用できる。 

また、「私のレシピ」と呼ばれるサービスでは、電子処方箋機能が提供されてい

る。電子処方箋は紙の処方箋と同じ機能を持っており、診療を受けると医師が電子処

方箋を作成し、処方箋プロバイダーと呼ばれる中央データベースに送信する。患者は

薬局で電子処方箋を持っていることを伝え、身分証明書を提示すれば、処方薬を受け

取ることができる。ノルウェーでは以前からオンライン薬局で市販薬を購入すること

が可能だったが、2016 年秋には、処方薬をオンラインで注文し家に届けてもらうこ

とが可能となった。なお、電子処方箋を閲覧できるのは、本人とオンライン薬局のみ

に限定されており、物理的な薬局と同様の情報管理が行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービスカテゴリ 内容

仕事 働く人生、就職活動と採用、所得、スキームを残す

子供と家族 子供と親、幼稚園、児童保護と家族保護、同棲

住居と財産 工事、財産、移転、売買、都市計画、賃貸とリース、テクニカルサービス

消費者の問題 個人融資、物品・サービス

健康 公衆衛生、医療サービス、患者の権利、メンタルヘルス、妊娠と出産

個人と社会
準備とセキュリティ、死亡者数、フラグと注文、住民の権利、メディアとコミュニケーション、個人情報、
政治と選挙、宗教と人生観、コミュニティ計画、言語

移民と統合 移民と入国、統合

文化、スポーツ、レジャー 図書館、アウトドアライフ、余暇、スポーツ、文化、宝くじとギャンブル、著作権、捕捉スキーム

自然と環境 廃棄物管理、エネルギー、汚染と放射線、自然管理、天気と気候

栄養 釣り・捕獲・養殖、貿易とサービス、農業、事業開発、観光業界

ケア、社会保障、社会福祉 救済とサポート、住宅提供、ケアサービス、年金、輸送サービス、経済的利益

法医学の質問 補償スキーム、違反と罰則、司法

税金と手数料 公費、税金と税金の査定

学校と教育 小学校教育、高等教育、成績と評価、学校環境、研究資金、高等教育、成人教育

交通、旅行、輸送 ボートの交通、運転免許証と証明書、車両、公共交通機関、航空、海外旅行、道路および道路交通、商用輸送
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図表 3  「消費者計算機」を使った予算計算結果 

 

資料：OsloMet ㏋「https://www.oslomet.no/om/sifo/referansebudsjettet 」より筆者作成 

 

3 つ目の「生活状況に属するサービス」には、生活状況に対応する行政サービスが

表示される。生活状況は、「死と相続」、「離婚」、「移動」、「子供がいる」、「結婚」、

「再就職」、「ノルウェーの新機能」、「勉強」の 8 つに分類される。例えば、「移動」

メニューを見てみると、国民のニーズが高いサービス内容として、「ノルウェー国内

での移転」、「北欧の国への移動」、「北欧以外の国への移動」、「ノルウェーへの移動」

が表示される。ノルウェー国内で引っ越しをする場合、その 31 日前から 8 日前の間

に「住民登録簿」に引っ越しを報告しなければばらないというルールがあるが、オン

ライン上で移住通知を送れば、ワンストップで引っ越し登録は完了する。 

また、「子供がいる」メニューでは、妊娠、出産に関連する行政サービス情報がま

とまった形で表示される。ノルウェーでは子供が生まれ病院が行政当局に出生通知を

送信すると、生まれた子供に 11 桁の出生番号が割り当てられ、行政当局から親に通

知される。通知を受け取った親が子供の名前をオンライン上で登録すると、子供は親

と同じ住所に居住者として登録される。子供が生まれてから出生番号の付与、子供の

名前登録、住所登録がすべてオンラインでできる（図表 4）。また、子供をもつこと

により国民が受けられる保護者給付、一時給付、出産給付といった特典も、オンライ



WATCHING  

第一生命経済研究所 LIFE DESIGN REPORT  ２０２１.１１        5 

ンで申請し受け取れる仕組みが完備されている。このように、子供が生まれたら必要

となる行政手続きが簡単かつオンラインで完結するワンストップサービスが展開され

ている。 

 

図表 4  出生番号の割り当てから名前、住所登録までのフローチャート 

 

資料：Skatteetaten㏋より「https://www.skatteetaten.no/person/folkeregister/fodsel-og-navnevalg/barn-fodt-

i-norge/」 

 

3.鍵となる「多様な電子IDの活用」と「ワンストップサービス」 

ノルウェー行政ポータルサイト「NOREG.NO」が優れている点は何だろうか。それ

は、「多様な電子ID」と「ワンストップサービス」にあると筆者は考える。  

「多様な電子ID」とは、国民自身が選択した 5 つの異なる電子IDからログインでき

ることである。例えば、既に銀行の電子IDであるBankIDを持っている人は、あえてデ

ジタル化局が発行するMinIDを取得しなくても、行政サービスをオンラインで受ける

ことができる。既にある電子IDを行政ポータルのログインに使えるようにするという

行政の考え方は、まさに国民目線の発想と言える。 

次に「ワンストップサービス」とは、国民が知りたい情報を直感的に探し、手続き

をワンストップで完了できる仕組みである。筆者は実際に「NOREG.NO」を確認してみ

たが、日本人である筆者でも簡単に知りたい情報にたどりつくことができ、行政手続

きの窓口が一本化されていることの利便性を確認できた。 

ノルウェー当局は行政サービスの利用者である国民を顧客と位置づけ、国民がいか

に簡単かつ迅速に行政サービスを受けられるかを顧客価値と考え、「NOREG.NO」を提

供しているようだ。日本においても、行政サービスの効率化が求められる中、利用者
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である国民が使いやすいように「多様な電子ID」の活用と「ワンストップサービス」

で手続きを完了できるような仕組みの実装は、有力な選択肢の 1 つとなるのではない

だろうか。 

 

【注釈】 

1)柏村祐「Borger.dk の衝撃 ～デンマークのデジタル化の原動力～」 

https://www.dlri.co.jp/report/ld/2020/wt2101b.html 

2)Regjeringen.noHP より 

https://www.regjeringen.no/no/dokument/dep/kmd/andre-dokumenter/brev/utvalgte_bre

v/2014/digital-kommunikasjon-hovedregel/id751013/ 

3)NOREG.NOHP より 

https://www.norge.no/nn/elektronisk-id 

4)NOREG.NOHP より 

https://www.norge.no/nn/om-digital-postkasse  


